
過去の災害から学ぶ

◆昭和10年（1935年）9⽉24⽇、九州宮崎付近    台風 突然北東 進路 変 、台風と副
低気圧による前線が上信地⽅に豪⾬をもたらしました。24・25⽇の2⽇間 降⽔量 三 倉（旧倉渕村）
で402.5ミリ、安中で314.3ミリに達し、豪⾬は10時間余  降 続    。このため、烏川 上流域 碓氷
川⽀流 九⼗九川流域 ⼭津波（⼟⽯流）が発⽣、当時の群⾺郡で40⼈、碓氷郡で83⼈もの死者が
出るという惨事が起こりました。

◆⼤⽔害 際 救護活動中 陸軍歩兵第⼗五連隊兵⼠７⼈ 殉職     悲劇 起
こりました。７⼈はいずれも県内出⾝者で22歳から23歳 若 兵⼠      ⽚岡⼩学
校の南わきに建っている「七⼠殉職供養塔」には、殉職したときの様子が刻まれています。

高崎市聖⽯町付近 高崎市

人的被害 家屋被害
死者 負傷者 行方不明者 全壊 流出 半壊 床上浸水 床下浸水
218名 190名 39名 467 859 460 4,011 13,320

【群馬県の被害】

【⾬量の分布】

七⼠殉職供養塔
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⽚岡⼩学校

七⼠殉職供養塔供養塔に刻まれている文章

高崎市聖⽯橋から⽯原町⽅面



碓氷川

小山川

利根川

※想定し得る最大規模降雨による洪水浸水想定区域図

◆国⼟交通省  洪⽔時 円滑  迅速 避難 確保    浸⽔ 防⽌        ⽔害   被害 軽減 図 取組       洪⽔時 被害 
最⼩限        平時  ⽔害    認識  上  氾濫時 危険箇所 避難場所     正確 情報 知    重要   取組     浸⽔
 予想   区域 洪⽔浸⽔想定区域   指定      浸⽔想定区域  想定 得 最⼤規模 降⾬   当該河川 氾濫  場合 浸⽔ 予想 
れる区域を示しています。

◆国⼟交通省 提供   地点別浸⽔        検索     （浸⽔  ） 使     
堤防が決壊（破堤）した場合、あなたの家がどのくらい浸⽔するのか、何時間で浸⽔が始まるの
か、何⽇で⽔が引くのか、などをイメージすることができます。また、河川が危険な⽔位に達していな
     情報収集  利⽤     

③「座標または地図上で指定」左の
○をクリック後、 をクリック

④地図上で知りたい場所をクリック
（例：烏川 鏑川合流点付近）

⑤最⼤浸⽔をもたらす
破堤点が赤丸●で示さ
れます。
⑥その赤丸をクリックする
と、その地点の堤防が
決壊したときの浸⽔想
定区域が表示されます。

⑦表示された浸⽔想定区域は、アニメーションボタンにより、浸⽔の広がり⽅や⽔の引き⽅
 ⾒    出来  

⑧グラフボタンにより、指定した場所の「浸⽔開始時間」や「最⼤浸⽔深」など、さまざまな
情報 ⾒    出来   

グラフボタン
をクリック

【あなたの町のハザードマップ】
◆国⼟交通省 提供                  
 利⽤      各市町村         簡単   
セスすることができます。

①地点別浸⽔シミュレーション
検索         

（「浸⽔ナビ」検索 簡単 検索）
② 地点別浸⽔        検索     
⾒       

わがまちハザードマップ

調べたい地域のハザードマップに簡単にアクセス可能
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【タイムライン（防災⾏動計画）】
◆災害の発⽣を前提に、防災関係機関が連携して災
害時に発⽣する状況をあらかじめ想定し共有した上で、
「いつ」、「誰が」、「何をするか」に着目して、防災⾏動 
  実施主体 時系列 整理  計画  。

【世界における活⽤事例 ハリケーン・サンディ 】
◆ハリケーン・サンディは2012年10⽉にニューヨーク都市圏を襲い、壊滅的な被害
をもたらしました。しかし       基  早  避難 浸⽔対策   防災⾏動
    都市 中枢機能 ⽔没  地下鉄等 都市機能 回復 迅速    
被災7時間後    運⾏ 再開   地下鉄 代替輸送 開始   地下鉄
は1週間後には57%、9⽇後には97% 運⾏ 再開      

◆2014年8⽉より全国に先駆けて
検討を始め、2015年5⽉に「荒川下
流      」を公表、運⽤を開始
しました。  後 毎年襲来  台風
を対象に運⽤した結果を踏まえて、
振 返  ⾒直  ⾏     。

◆烏 神流川 洪⽔氾濫 対象          策定      
台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）

高崎市（烏川）

-72h
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高崎河川国道事務所 住民等高崎市気象・水象情報

水防団待機水位到達
高松水位観測所（水位1.60m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位到達
高松水位観測所（水位3.60m）

第二次防災体制

避難判断水位到達
高松水位観測所（水位3.70m）

洪水予報
（氾濫注意情報）

洪水予報（氾濫警戒情報）

氾濫危険水位到達
高松水位観測所（水位4.10m）

洪水予報（氾濫危険情報）

水防警報
（出動）

○水防団指示（待機・準備）

第三次防災体制

第四次防災体制
烏川沿川地区

避難勧告を再周知

烏川沿川地区
避難勧告

○10分毎に河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

堤防天端水位到達・越流 洪水予報（氾濫発生情報）

避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表

○群馬県情報連絡会（県庁で台風
の説明市町村はＴＶ会議システ
ムで視聴）

○避難が必要な状況が夜間・早朝になることが想定される場合は、
早めに避難勧告の発令を判断

○国交省に対するリエゾンの派遣要請検討

○施設（樋管等）の点検・操作確認

○市長もしくは代理者（副市長）が登庁し、避難勧告等を発令できる
体制をとる

○リエゾンの派遣

○水防警報
（指示）

○災害対策機械の派遣

◇台風予報

◇大雨特別警報発表

○災害対策用資機材・復旧資機材等の
確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○出水時点検（巡視）

○テレビ、ラジオ、インターネッ
ト等による気象警報等の確認

○防災無線、携帯メール等に
よる避難勧告の受信

○テレビ、インターネット、携帯
メール等による大雨や河川の
状況を確認

○CCTVによる監視強化

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○樋管等の操作委託者へ確認

○応援体制の確認・要請（防災エキスパ
ート等）

○漏水・侵食情報提供

○氾濫シミュレーショ ン結果等を確認し、必要に応じ、県へ自衛隊の
派遣を要請

○ハザードマップ等による避
難所・避難ルートの確認

避難解除

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発表等
のタイミングについては、地域・事
象によって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全
◇台風に関する群馬県気象情報

◇大雨注意報・洪水注意報発表

○避難勧告等の発令対象地域を再度確認

○台風に関する気象庁記者会見

ホットライン（前橋地方気象台）

○台風に関する気象庁記
者会見

○台風に関する気象庁記者会見

第一次防災体制

避難完了

○防災無線、携帯メール等に
よる避難勧告の再受信

○防災気象情報等を監視し、水位を把握する連絡要員を配置

○防災無線、携帯メール等に
よる避難指示（緊急）の受信

○過去の洪水との比較等、洪水の切迫性について確認

○避難勧告の発令対象地域を確認

○ホットライン（所長-首長）

○連絡要員は１時間おきに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○住民に対し、堤防決壊等の状況を周知

○消防局、水防団からの報告等により堤防の決壊を早く覚知した場
合には、 高崎河川国道事務所、群馬県、高崎警察署等の関係機関
に通知

○避難勧告の再周知又は避難指示（緊急）を発令

○建設部、農政部及び下水道局は樋門・樋管等の操作担当者に操
作に関する注意喚起を行う

○水防団指示（出動）

○必要に応じ３号動員

○できる限り氾濫による被害が拡大しないように努める

氾濫
発生

○避難勧告発表に備え、該当する避難所開設担当者へ避難所
開設の準備を指示

○福祉部、学校教育担当部は要配慮者施設に洪水予報（氾濫注意
情報）伝達

○巡視結果や水防活動の状況を把握し、水防上危険な箇所がある
時は高崎河川国道事務所へ連絡し、必要な措置を求める

○必要に応じ、高崎河川国道事務所長へ助言及びリエゾンの派遣を
要請

○福祉部、学校教育担当部は要配慮者利用施設に洪水予報（氾濫
警戒情報）を伝達

○避難勧告を発令

○福祉部、学校教育担当部は要配慮者利用施設に洪水予報（氾濫
危険情報）を伝達

○消防局、水防団の活動状況を確認し、必要に応じ群馬県知事へ
自衛隊の派遣を要請。

○リエゾンを通じ、国交省に災害対策機械の派遣等支援要請

○福祉部、学校教育担当部は要配慮者施設に洪水予報（氾濫発生
情報）伝達

【平成29年2月版に加筆修正（青字斜体）】

○被害状況の把握

○現地対策本部の設置

○復旧対策の検討

○今後の氾濫予測

○危険箇所の水位監視

※今後の出水や訓練等を通じて見直しを行っていく。

○必要に応じ１号動員
○避難所開設関係部局（市民部・福祉部）の配置

○広報車による情報伝達員の配置

○災害警戒本部の設置

○必要に応じ２号動員

○該当する避難所の開設の準備を指示

○必要に応じ、高崎河川国道事務所長へ助言及びリエゾンの派遣を
要請

・広報車、安心ほっとメール、ＳＮＳ、ラジオ高崎等を活用した情
報伝達の実施

・該当する地域の区長へ連絡

・広報車、安心ほっとメール、ＳＮＳ、ラジオ高崎等を活用した情
報伝達の実施

・該当する地域の区長へ連絡

○水防団に対し必要に応じ安全な場所に退避指示

○必要に応じ、高崎河川国道事務所長へ助言を要請

・広報車、安心ほっとメール、ＳＮＳ、ラジオ高崎等を活用した情報
伝達の実施

・該当する地域の区長へ連絡

○開設する避難所を検討

○災害対策本部の設置

○氾濫シミュレーショ ン結果等を確認し、避難指示（緊急）を発令

水防団待機水位到達
岩鼻水位観測所（水位1.00m）

氾濫注意水位到達
岩鼻水位観測所（水位3.30m）

避難判断水位到達
岩鼻水位観測所（水位3.40m）

氾濫危険水位到達
岩鼻水位観測所（水位4.60m）

○台風に関する情報の収集

○庁内関係部署連絡会議

○災害警戒本部長（副市長）もしくは代理者を配置

○必要に応じ藤岡市へ広域避難の依頼

○安心ほっとメール等による注意喚起の実施 ○携帯メール等による注意
喚起の受信

烏川沿川地区
避難指示（緊

急）

○気象庁発表の流域平均雨量（実績・予報）を確認

○第２ホットライン（幹部間）
（氾濫注意水位の直後に避難判断
水位に到達する可能性等）

○第２ホットライン（幹部間）

○
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○大雨特別警報の住民への周知

○ホットライン（所長-首長）
○第２ホットライン（幹部間）

○ホットライン（所長-首長）
○第２ホットライン（幹部間）

○ホットライン（所長-首長）
○第２ホットライン（幹部間）

※この間、水位間隔が狭い
ため、早めに次段階の対
応を始めなければならな
い可能性がある。

タイムラインによる防災機関の連携

【⽇本における活⽤事例
 荒川下流部 】

◆自分の環境（住まい、家族構成など）に合ったタイムラインにより、避難
 必要 情報 判断 ⾏動 整理   自分 逃 ⽅ （マイ・タイムライ
ン）を手に入れることで、もしものときに備えましょう。

TIME LINE
(タイムライン)

ACTIVITY
（防災行動）

H-120
(上陸120時間前)

LEVEL2 態勢、3,4 への準備

ハリケーンの監視と進路予測

H-96 避難所の計画・準備

H-96 避難の計画・準備

H-72 緊急事態宣言

NY市長による緊急事態宣言

H-72 LEVEL3 態勢

H-48 自治体・州の避難所準備

H-48 通行規制の計画・準備

H-36 避難指示

H-36 避難所開設

H-36 交通規制開始

H-12 公共交通機関停止

地下鉄・券売機の浸水対策

H-24 LEVEL４態勢

H-12 その場での避難の指示

H-3 交通規制終了

H-0 対応者退避

被災状況

自分たちの住んでいる地区の
洪水リスクを知る

洪水時に得られる情報を知り、
タイムラインの考え方を知る

マイ・タイムラインを作成

国
自
治
体

自分自身の
行動

時
間

台風発生台風発生 ○テレビの天気予報を注意

○ハザードマップで避難所
を確認

○非常持出袋の準備
○足りないものを買い出し

○川の水位をインターネッ
トで確認

国国 マイ・タイムラインマイ・タイムライン

3⽇前

時間時間

洪水
予報
洪水
予報

タイムラインを活⽤してもしものときに備えよう！

せ か い か つ よ う じ れ い

ぼ う さ い こ う ど う け い か く

に ほ ん か つ よ う じ れ い

あ ら か わ か りゅ う ぶ

氾濫発生

洪水
予報
洪水
予報

自治体自治体

避難
準備
避難
準備

避難
勧告
避難
勧告

おじいちゃんと一緒に
早めの避難開始！

おじいちゃんと一緒に
早めの避難開始！

避難所に避難完了！避難所に避難完了！
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ひ さ い さ い か い だ い た い ゆ そ う

か ら す か ん な が わ こ う ず い は ん ら ん さ く て い

か つ よ う そ な

国土交通省 交通サービス 市町村

○台風予報

○台風に関する記者会見

○台風に関する記者会見

○災害対策本部の設置
○連絡体制・通信システムの確認
○リエゾン・TEC-FORCEの体制確認・待機
○協力機関の体制確認

○施設（ダム・水門・排水機場等）の操作確認
○資機材の調達（災害協力建設業者等）

○交通サービス運行停止予告

○広域避難の体制確認・調整
○避難方針の発表

○避難所の開設

○自宅保全
○防災グッズ

○台風に関する記者会見
（特別警報発表の可能性）
○大雨警報・洪水警報

○土砂災害警戒情報

○はん濫警戒情報
（はん濫警戒水位）

○大雨・暴風・高潮・波浪
特別警報

○船舶等に対する警報等の伝達・周知
○リエゾンの派遣・TEC-FORCEの出動
（被害状況調査の支援）
○緊急避難路の支持・発動
○交通サービス事業者事前対応計画の発動確認
○ダム事前放流の指示・確認
○船舶への避難に関する勧告等
○船舶への避難移管する勧告等
○入港の制限、停泊中船舶の移動命令等の規制

○河川・海岸・道路・砂防等の巡視
○CCTV監視の強化
○TEC-FORCEの活動（排水）
○道路通行規制（強風等による規制）の実施

○施設浸水防止対策

○運行停止手順の確認
○運行停止手順の公表

○排水開始
○運行停止手順の開始

○広域避難者の誘導･受入
○リエゾン・TEC-FORCEの受入
○水防団の待機
○避難所の運営
○河川・海岸・道路の巡視

○避難遅延者の対応準備

○避難指示・勧告の発表

○避難遅延者の対応

○水防活動の実施

○広域避難開始

○要配慮者避難開始

○避難開始

○広域避難完了

○はん濫危険情報
（はん濫危険水位）

○TEC-FORCEの出動（被害拡大防止の支援）

○施設操作員の危険個所
からの退避

○運行停止
○施設保全・避難終了

○警察・消防・消防団（水防団）等
の避難支援者の危険古書からの退避

○避難完了

○継続的な危険回避行動

○はん濫発生情報
（はん濫水の予測）

○警報の継続／解除

○救助・救急活動の実施
○通信の確保
○TEC-FORCEの活動（道路啓開）
○JMA-MOTの活動（気象機動調査の実施）
○被害状況の把握・施設等点検の実施
○調査・点検結果、通行規制状況の公表
○TEC-FORCEの出動（早期復旧の支援）
○緊急輸送路・輸送船（救助・物資輸送等）の確保
○交通サービス運行状況の把握・公表
○被災宅地の危険度測定
○応急仮設住宅の供給

○リエゾン・TEC-FORCEの帰還

○被害状況の把握・施設点検
○運行見通しの公表

○排水一部終了
○運行一部再開
○運行見通しの公表
○排水全体終了
○運行全体再開
○運行状況の公表

○支援の要請

○水防活動一部終了

○避難指示・勧告の継続／
一部解除
○水防活動全体終了

○避難継続／帰宅

○避難終了

「いつ」

「誰が」

「何をするか」

point
！

point
！

！
point
！

！
point
！

！
point
！

！
point

！

！
point
！

！
point

！

！
point

！

広域避難に要する
リードタイム



◆国⼟交通省 気象庁   避難 役⽴ 河川情報等 公表   
   例   河川 画像    閲覧          河川 状況
 直感的 把握   川 ⾒ ⾏    危険 ⾏動 回避      
      流域 ⾬量 河川⽔位 観測    洪⽔予報 活⽤  
   氾濫 危険性 把握         情報 自主的 避難判断
   主体的 避難⾏動 活⽤     

◆河川情報等はテレビ、ラジオ、インターネットなど、さまざまな⽅法により
確認できます。

【件名（例）】河川氾濫のおそれ
【本⽂（例）】烏川で氾濫の恐れ

烏川の高松（高崎市）付近で水位が上昇し、避難勧告等の目安となる「氾
濫危険水位」に到達しました。堤防が壊れるなどにより浸水のおそれがあり
ます。

防災無線、テレビ等で自治体の情報を確認し、各自安全確保を図るなど適
切な防災⾏動をとってください。

本通知は、関東地方整備局より浸水のおそれのある市町村に配信しており、
対象地域周辺においても受信する場合があります。

●配信内容例

1時間雨量 10 20mm未満 20 30mm未満 30 50mm未満 50 80mm未満 80mm

雨の強さ
(予報用語)

イメージ

やや強い雨 強い雨 激しい雨 非常に激しい雨 猛烈な雨

ザーザー 土砂降り バケツを
ひっくり返したよう

滝のように
（ゴーゴーと降り続く）

息苦しくなるような
圧迫感。恐怖を感じる

影響
地面からの
跳ね返りで

足元がぬれる

地面一面に
水たまりができる

ワイパーを速くしても
⾒   

寝ている人の半数が
雨に気づく

道路 
川のようになる

水しぶきで
一面が白くなり、
視界が悪くなる

雨による
大規模災害のおそれ

【緊急速報メールによる洪水情報の把握】
◆スマホや携帯電話に緊急速報メールが届くことにより、お出かけ中などでも、
洪⽔情報（氾濫 恐  氾濫    ） 確認     

【テレビによる河川情報の把握】
◆地上デジタル放送（データ放送）において、
河川 ⽔位 周辺 ⾬量       確認     

画像データ（CCTV） 河川の⽔位や洪⽔予報
【川の防災情報による河川情報の把握】
◆国⼟交通省 提供   川 防災情報 Webサイトでは、河川の画像
    流域 ⾬量   河川⽔位 観測    河川 洪⽔予報   
確認できます。

河川情報 ⼀例

【洪水警報の危険度分布の把握】
◆気象庁のWeb      国 都道府県 管理  ⼤  河川 加   中⼩
河川 洪⽔害発⽣ 危険度 高   予測 表示      河川    危険度
が高まっているかを地図上で確認できます。

高崎河川国道事務所 烏 神流川流域 観測  ⾬    ⼀番多   1時間⾬量  
1970年8⽉5⽇22時から23時 高崎⾬量観測所（高崎市高松町） 観測  108.5㎜です。

避難につながる情報を把握しよう！
ひ な ん じょ う ほ う は あ く

き ん きゅ う そ く ほ う こ う ず い じょ う ほ う は あ く

こ う ず い け い ほ う き け ん ど ぶ ん ぷ は あ く

か わ ぼ う さ い じょ う ほ う か せ ん じょ う ほ う は あ く

か せ ん じょ う ほ う は あ く

よ そ く ひょ う じ

け い た い き ん きゅ う そ く ほ う と ど

お そ

こ く ど こ う つ う しょ う き しょ う ちょ う ひ な ん か せ ん じょ う ほ う

が ぞ う え つ ら ん じょ う きょ う

は あ く き け ん

りゅ う い き う りょ う す い い か ん そ く こ う ず い よ ほ う

は ん ら ん は ん だ ん

か く に ん

す い い う りょ う

た か さ き か せ ん からす か ん な が わ か ん そ く う りょ う

PC版

スマホ版

「川の防災情報」
Webサイト

 洪⽔警報 危険度分布 
（気象庁Webサイト）

て い きょ う

携帯電話事業者

（NTTﾄﾞｺﾓ、KDDI・沖縄ｾﾙﾗｰ、

ｿﾌﾄﾊﾞﾝｸ（ﾜｲﾓﾊﾞｲﾙ含む））

河川管理者（国）
・気象庁

洪水予報作成・発表
（地方整備局等）

関係市町村、報道機関等

一般住民

メール・
FAX等

緊急速報メール洪水情報

追加!! 追加!!

テレビ・ラジオ
インターネット等

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

従来 従来
《画面範囲》

■リモコンの上下でページを切り替え
■東京都、神奈川県、千葉県、埼⽟県の

4枚の地図を表示

《画面範囲》
■リモコンの上下でページを切り替え
■基準水位を超えた観測所を表示

《水位情報》
■基準水位を超えた観測所を表示
■ラベルの色は、水位レベルに応じて

【⻘・⻩・桃・⾚】に変化
■過去時刻の水位に対して状況表示

はん濫危険水位

避難判断水位

はん濫注意水位

水防団待機水位

《⾬量情報》
■⾬量観測所の位置は地図上の円で表示
■⾬量は強さに応じて5段階の色で表示

50ミリ 

30ミリ 

10ミリ 

3ミリ 

0.1ミリ 



【リスクに応じた避難方法】
◆避難    広域避難   ⽔平避難（⽴退 避難）   垂直避難    種類      
「今いるところ」や「よくいるところ」の水害リスクを洪⽔浸⽔想定区域図やハザードマップ等で把握し、リスクに応じた避難⾏動を心がけましょう。

最大浸水深５m以上 または
家屋倒壊等氾濫想定区域

最大浸水深0.5～３m未満

浸水想定区域外
（浸水以外の災害リスクは要確認）

垂直避難
（家の2階へ）

不要・不急の
外出は避ける

広域避難
（他の浸水しない地区へ）

◆早めの避難が第一です！避難につながる情報を入手し、早めに判断！逃げ遅れないようにしましょう。
◆    浸⽔    ⽣    場合  流     緩        0.5m以上 ⽔深    ⼤⼈  歩⾏ 困難    
いうデータがあります。むやみに指定緊急避難場所を目指すのではなく、垂直避難を選ぶなど、柔軟な対応が必要になります。
◆⾞  避難 危険   渋滞 発⽣ ⽔防⾞両等緊急⾞両 通⾏ 妨       浸⽔   ⾞ 動      ⽴ 往⽣
  命 落  例 多発      

【避難のきっかけとなる情報・状況】
◆災害 発⽣  住⺠ 危険 及  考       自治体 気象庁 
国⼟交通省 提供     等       避難情報 発令    避難
情報に従って避難してください。
◆発令         自分のいる場所で⾝の危険を感じる場合は、早め
に安全な場所へ移動しましょう。

例     

崖の近くや⼭間部地下

浸水深区分

◆⽥   ⾒ 出   70代男性が、
乗    軽      流      
⽔深は、ガードレールとほぼ同じ高さに
⽔面があることから、0.5 0.6mと
推算されます。

福岡県柳川市
（矢部川⽔系矢部川）
平成24年7⽉

◆東海豪⾬、新潟・福島豪⾬、平成27年9⽉関東 東北豪⾬など：
豪⾬災害時に、ゴムボートなどで救助されて⽅々が避難したときの浸⽔
深は、膝の高さ以上でした。
◆関川⽔害：
関川⽔害（平成7年）    調査結果     浸⽔深 膝 高 
（0.5m）以上になると、ほとんどの⼈が移動困難でした。

【過去の災害における「避難判断を誤ったことによる被害例」】

高

低

浸
水
リ
ス
ク

水害リスク 避難⾏動

氾濫した水が
地下に！

住宅街に
土石流が！

◆避難勧告が出され、膝まで浸⽔した
状態  家  ⼀直線 道路脇 位置
する指定緊急避難場所へ向かっていた
家族    道脇   ⽔路 飲 込
   流      
なぜ早めの避難が大事なの？

河川  氾濫  ⽔    濁    透明        浸⽔      
⾜下         段差 ⽔路 分          非常 危険 
す！そのため、浸⽔が始まる前の避難が重要なんです。
垂直避難 最後 手段！浸⽔深 ⾬ 状況 河川氾濫 発⽣場所等
   異     場所      屋根    上  浸⽔  可能性  
る場所もあります。洪⽔浸⽔想定区域図や洪⽔ハザードマップで確認を！

最大浸水深3m以上 または
家屋倒壊等氾濫想定区域

最大浸水深0.5m未満

水平避難
（指定緊急避難場所へ）

広域・水平避難

垂
直
避
難

早めに避難しよう！
は や ひ な ん

お う ひ な ん ほ う ほ う

ひ な ん じょうほう じょうきょう

か こ さ い が い ひ な ん は ん だ ん あやま ひ が い れ い

災害が発⽣するなど状
況がさらに悪化し、⼈的
被害の危険性が非常に
高まった場合

災害による被害が予想
され、⼈的被害が発⽣す
る可能性が高まった場合

避難勧告や避難指示
 発令 予想   場合

避難指示
（緊急）

避難勧告
避難準備・

高齢者等避難開始

発災
雨が降り
始める

北海道（平成28年9⽉）
膝 高 程度  ⽔深時 ⼈命救助

さ い が い き け ん お よ じ ち た い き しょ う ちょ う

こ く ど こ う つ う しょ う て い きょ う ひ な ん じょ う ほ う

し た が

ひ な ん こ う い き ひ な ん す い へ い ひ な ん た ち の ひ な ん す い ちょ く ひ な ん

こ う ず い し ん す い そ う て い く い き ず は あ く お う

ひ な ん じょ う ほ う は ん だ ん に お く

し ん す い ゆ る す い し ん こ ん な ん

し て い き ん きゅ う ひ な ん ば しょ す い ちょ く ひ な ん じゅ う な ん

じゅ う た い す い ぼ う しゃ りょ う き ん きゅ う さ ま た た お う じょ う

ご う う

し ん す い

し ん ひ ざ

せ き か わ

ちょ う さ

す い め ん

す い さ ん

か ん こ く

じょ う た い

す い ろ

に ご と う め い

こ う ず い し ん す い そ う て い く い き ず こ う ず い

※上記は、2階建て家屋にお住まいの方向け 避難⾏動選択 関  参考情報   
人     事情 異  ことから、人     避難⾏動を考えておく必要があります。

パネル3の
マイ・タイムライン参照

パネル3の
マイ・タイムライン参照

ひ な ん せ ん た く じょ う ほ う

じ じょ う こ と

10.0m～20.0m未満

5.0m～10.0m未満

3.0m～5.0m未満

0.5m～3.0m未満

0.5m未満

【実験データ】
浸⽔深が0.5m（⼤⼈ 膝）程度   氾濫
流速 0.7m/s程度  避難 困難    

実験結果からとりまとめられたデータ

⽔深（m）

1.51.00.50.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

安全避難が
困難 領域

安全避難
可能 領域

2.0
流速（m/秒）



【防災エキスパートの活動紹介】
◆防災エキスパートは、⼤規模災害発⽣時に自発
的に、    国⼟交通省 地⽅自治体等 要請
を受けた防災エキスパート事務局からの連絡により、
指定の場所に参集するなどして、災害対策⽀援
（被災状況調査や連絡業務⽀援など公共機関か
らの要請に応じた多岐にわたる活動） ⾏   。

ぼ う さ い だ い き ぼ

よ う せ い

れ ん ら く

さ ん しゅ う さ い が い た い さ く し え ん

じょ う きょ う ちょ う さ ぎょ う む し え ん

よ う せ い

【国⼟交通省の対策チーム】
◆災害発⽣直後から緊急災害対策派遣隊（TEC-FORCE）を派遣し、
被害状況調査や被害拡⼤防⽌などの技術的な⽀援を実施しています。

出典：『水害レポート2017』（平成29年12月、国土交通省水管理・国土保全局）

【TEC-FORCEとは】
◆緊急災害対策派遣隊 (TEC-FORCE) は、⼤規模な自然災害等に際し、
被災状況 迅速 把握 被害拡⼤ 防⽌ 被災地 早期復旧等 対  
技術的 ⽀援 実施  国⼟交通省各組織 職員 構成       

北海道開発局 931名
東北地⽅整備局 1,074名
北陸地⽅整備局 619名
関東地⽅整備局 1,503名
中部地⽅整備局 1,396名
近畿地⽅整備局 1,146名
中国地⽅整備局 860名
四国地⽅整備局 492名
九州地⽅整備局 974名
沖縄総合事務局 45名

本省
89名

TEC-FORCE
登録隊員構成
計 9,663名

地⽅整備局等
9,040名

※平成30年4⽉現在

地⽅運輸・航空局
365名

【災害対策機材配備状況】 【災害規模に応じた支援の仕組み】

【TEC-FORCEの派遣実績】

【災害協定業者の活動紹介】
◆関東地⽅整備局では、災害が発⽣した場合また
 発⽣  恐    場合 ⾏ 災害対策 関
し、被害 拡⼤防⽌ 被災施設 早期復旧 資 
ることを目的として建設関係団体や関係機関と協
定を締結しています。協定の内容は緊急工事のほ
か、応急対策のための緊急調査、応急対策資機
材の調達、重機や災害対策機械の派遣、燃料 
提供や運搬、⾞両 移動  多岐      。

【豪⾬災害の発生】
◆近年各地 短時間 局地的 豪⾬ 増加        伴 ⽔害 多 
発⽣しています。

国⼟技術政策総合研究所
169名

災害協定を締結している建設会社と
TEC-FORCEが連携した市街地の⼟
砂撤去
（平成26年8⽉広島⼟砂災害）

道路 被災状況 調査
（平成23年東⽇本⼤震災）

平成30年4⽉現在

大災害発生！そのとき国⼟交通省は？①
だ い さ い が い はっ せ い こ く ど こ う つ う しょ う

ご う う さ い が い はっ せ い こ く ど こ う つ う しょ う た い さ く

さ い が い た い さ く き ざ い は い び じょ う きょ う さ い が い き ぼ お う し え ん し く

は け ん じっ せ き

ぼ う さ い か つ ど う しょ う か いさ い が い きょ う て い ぎょ う しゃ か つ ど う しょ う か い

テ ッ ク フ ォ ー ス

中小規模の災害時 大規模災害時

被災した地方自治体等

被災地方整備局
（災害対策本部）

応援地方整備局等
（応援対策本部）

国土交通本省
（災害対策本部）

TEC-FORCE管内派遣による支援

要請

要請

TEC-FORCE広域派遣による支援

TEC-FORCE広域派遣を指示

TEC-FORCE派遣を指示

※災害被害状況から判断し、要請を待たずに派遣する場合があります。

1,894 1,248 449

23,648

1,307

6,137
4,497

3,228

15,305

5,2395回
4回

3回
4回

7回

16回

10回
11回

9回

12回

0

5

10

15

20

25

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

派遣年度

派遣回数（回）派遣のべ隊員数（人・日）

※平成３０年３月末時点
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お う きゅ う ちょ う さ し き

ざ い ちょ う た つ じゅ う き は け ん ね ん りょ う

て い きょ う う ん ぱ ん た き

き ん きゅ う さ い が い た い さ く は け ん た い だ い き ぼ

ひ さ い じょ う きょ う じ ん そ く は あ く ふっ きゅ う

そ し き しょ く い ん こ う せ い
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【平成23年3⽉東⽇本大震災】

【平成28年台風第10号等⼀連の台風】

【平成29年7⽉九州北部豪⾬】

【平成27年9⽉関東・東北豪⾬】

河川 道路 被災状況調査
（岩手県岩泉町）

24時間体制で緊急排⽔を実施
（北海道名寄市）

⼟砂災害の被災状況調査
（岩手県岩泉町）

避難所 照  照明⾞
（岩手県岩泉町）

TEC-FORCE活動範囲

ドローンを活⽤した被害状況調査
（福岡県 赤谷川） 道路啓開活動

橋梁 被災状況調査 関係機関への技術的助言

空撮による浸⽔状況調査
(茨城県 ⻤怒川) 

⼩学校周辺の緊急排⽔
(茨城県 ⻤怒川) 

災害協⼒業者  活動指示
（茨城県 ⻤怒川）

浸⽔区域の被災状況調査
(茨城県 ⻤怒川) 

報道関係者に排⽔状況を説明
（宮城県 渋井川）

町道の被災状況調査
（福島県 南会津町）

緊急通⾏路    道路復旧
（岩手県岩泉町）

緊急通⾏路    道路復旧
（岩手県岩泉町）

◆TEC-FORCE 全国各地 災害⽀援等 ⾏  被害 軽減 早期 復旧 貢献      

大災害発生！そのとき国⼟交通省は？②
だ い さ い が い はっ せ い こ く ど こ う つ う しょ う

へ い せ い ね ん が つ きゅ う しゅ う ほ く ぶ ご う う

へ い せ い ね ん が つ か ん と う と う ほ く ご う う

へ い せ い ね ん た い ふ う だ い ご う と う い ち れ ん た い ふ う

へ い せ い ね ん が つ ひ が し に ほ ん だ い し ん さ い

さ い が い し え ん ひ が い け い げ ん ふっ きゅ う こ う け ん

排⽔   ⾞   浸⽔    排⽔
（宮城県名取市）

衛星通信⾞   
途絶した通信回線の確保

（岩手県⼤船渡市役所）

市町村の⽚腕となる
職員を派遣し技術的⽀援を実施

（岩手県⼤槌町）



烏・神流川流域で発生し得る大規模水害に対し、「逃げ遅れゼロ」や「社会経済被害の最小化」

を目標として定め、平成32年度までに各構成員が連携して取り組み「水防災意識社会」の再構築

を行う。

【目標達成に向けた３本柱】
①円滑  迅速 避難⾏動    取組
②洪⽔氾濫   被害 軽減   避難時間 確保    ⽔防活動等 取組
③⼀刻 早 ⽣活再建   社会経済活動 回復 可能      排⽔活動   施設運⽤強化 取組

⼤規模⽔害 ：想定 得 最⼤規模降⾬ 伴 洪⽔氾濫   被害
逃げ遅れ ：⽴退 避難 必要       避難 遅 孤⽴  状態
社会経済被害の最⼩化：⼤規模⽔害による社会経済被害を軽減し、早期に再開できる状態

烏 神流川流域⼤規模氾濫 関  減災対策協議会

2013年9⽉16⽇台風18号襲来時の
ライブカメラ映像 平常時の映像

【取組例① いかに効果的な情報提供を⾏えるか 】 【取組例② いかに水害への関⼼を高められるか 】
◆地域の皆さんの要望に応じて、国交省職員や市町職員等が講師とな
り、学習会や地域の集まり、学校の授業の一環などに出向いて説明会
や講演を⾏い、水防災意識の向上や防災意識の⾼揚を図っています。

【取組例③
 いかに適切な水防活動が⾏えるようにするか 】

◆消防団（水防団）および消防関係機関合同の水防訓練を⾏い、
水防技術の向上を図ることを目的とした取組を実施しています。

ロープワークの様⼦ ⼟のうづくりの様⼦ 改良積み⼟のう⼯法
の様⼦

【取組例④ いかに早期に浸水を解消できるか 】
◆⼤規模水害に備え、排水ポンプ⾞による排水作業を迅速に⾏えるよ
う、事務所職員、自治体職員および維持業者を対象とした緊急排水
計画（案）に基づく排水実働訓練を実施しています。

「平成29年度烏・神流川緊急排水計画（案）に基づく排水実働訓練」の様⼦

ハード対策
■洪水を安全に流すための対策
■危機管理型ハード対策
■避難⾏動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

ソフト対策
１．円滑かつ迅速な避難⾏動のための取組
■情報伝達、避難計画等に関する取組
■平時からの住⺠等への周知・教育・訓練に関する取組
２．洪水氾濫による被害の軽減及び避難時間の確保のための水防活動等の取組
■水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組
３．⼀刻も早い生活再建及び社会経済活動の回復を可能とする排水活動及び施設運⽤強化の取組
■排水活動及び施設運用の強化に関する取組

取組例①「水位計やライブカメラの情報をリアルタイムで提供」
取組例②「水防災に関する説明会の開催」

取組例③「関係機関と連携した水防訓練の実施」

取組例④「緊急排水計画（案）に基づく排水実働訓練の実施」

◆河川の画像データを常時閲覧可能とすることで、住⺠が河川氾濫の
危険性を自ら把握し、川を⾒に⾏くなどの危険な⾏動を回避するとと
もに、主体的な避難を判断できるよう取り組んでいます。

■取組の一例

出前講座の様⼦
(2017.6.7)

講演会の様⼦
(2017.10.11）

出前講座の様⼦
(2017.11.20)

水防災意識社会再構築ビジョン
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⽔防災意識社会再構築     対  
高崎河川国道事務所の取組

（高崎河川国道事務所Webサイト）
その他のさまざまな

取組はこちら



【特別警報の状況】
◆「特別警報」は、⼤⾬警報の発表基準をはるかに
超える⼤⾬が予想され、重⼤な災害の起こるおそれが
著しく高まっている場合に発表されます。
発表された地域は、これまでに経験したことのないよう

な、重⼤ 危険 差 迫  異常 状況     。
市町村の避難情報にすみやかに従うといった、適切 
⾏動      重要  。
◆「平成30年7⽉豪⾬」では、11府県に⼤⾬の
「特別警報」が発表されました。

平成30年7⽉豪⾬の概要
へいせい ねん がつ ごうう

◆6⽉28⽇以降、梅⾬前線の停滞や台風第７号の影響により、⻄⽇本  東海地⽅ 中心 広 
範囲で記録的な⼤⾬となりました。

6⽉28⽇ ７⽉8⽇   期間降⽔量は、四国地⽅で1,800ミリ、東海地⽅で1,200ミリ、
九州北部地⽅ 900ミリ、近畿地⽅で600ミリ、中国地⽅で500ミリを超えるなど、7⽉の⽉降⽔量
平年値の2 4倍となる⼤⾬となったところがありました。

【想定されていた浸水範囲】
◆「平成30年7⽉豪⾬」により甚⼤な被害を受
けた岡⼭県倉敷市真備町ですが、洪⽔におけ
る浸⽔範囲は、公表されている洪⽔浸⽔想定
区域とほぼ⼀致していました。しかしながら⼤⾬
による浸⽔が想定されていたにもかかわらず、逃
げ遅れてしまった⼈が⼤勢いました。

あらためて、自分が住んでいる地域の洪⽔浸
⽔想定区域図やハザードマップを確認して、もし
     ⾏動      ⾏  よう備えること
 ⼤切  。
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○国管理河川 主 被災箇所 ○府県管理河川 主 被災箇所

高梁川⽔系⼩⽥川(岡⼭県倉敷市)の被害状況
・左岸および複数の⽀川の決壊、右岸の越⽔により、多数の建物が
浸⽔しました。(約1,200ha、約4,100⼾) (7⽉7⽇)
・7⽉8⽇からのTEC-FORCE 排⽔   ⾞   排⽔⽀援    
浸⽔は7⽉11⽇には概ね解消しました。

・堤防決壊2箇所および法崩れ1箇所   緊急復旧 実施  
7⽉15⽇ 堤防締切盛⼟ 施工 完了     

そうてい しんすい はんい

期間降⽔量 平年値（7⽉）との比較図
（ 6⽉28⽇0時 7⽉8⽇24時）

期間降⽔量分布図
（6⽉28⽇0時 7⽉8⽇24時）

◆⼈的被害(9⽉3⽇時点)

死者 ：221名(14府県)
⾏⽅不明者：9名(2県)

◆避難状況 7⽉8⽇時点 9⽉3⽇時点
都道府県 ：20府県 → 6府県
避難所数 ：3,238箇所 → 98箇所
避難者数 ：30,250名 → 1,541名

ひ な ん

かしょ

◆建物被害(9⽉3⽇時点)

全壊 ： 6,296棟(16府県) 
半壊 ：10,505棟(14府県) 
床上浸⽔： 8,937棟(21道府県)
床下浸⽔：20,506棟(29道府県)

ぜんかい むね

はんかい

ゆかうえしんすい

ゆかした

たかはしがわ すいけい おだがわ くらしきし

さがん ふくすう しせん けっかい うがん えっすい

はいすい

のりくず きんきゅうふっきゅう じっし

ていぼう しめきり もりど せこう かんりょう

No. 水系 主な河川 主な地町村

 木曽川
きそがわ

津保川
つぼがわ

岐阜県関市
せきし

 由良川
ゆらがわ

犀川
さいがわ

京都府綾部市
あやべし

 高野川
たかのがわ

高野川 京都府舞鶴市
まいづるし

旭川
あさひがわ

旭川 岡山県岡山市

旭川 砂川
すながわ

岡山県岡山市

 高梁川
たかはしがわ

高梁川 岡山県総社市
そうじゃし

 高梁川 小田川
おだがわ

岡山県矢
　やかけちょう

掛町

芦田川
あしだがわ

福川
ふくがわ

広島県福山市
ふくやまし

手城川
てしろがわ

手城川 広島県福山市

 芦田川 御調川
みつぎがわ

広島県府中市
ふちゅうし

 太田川
おおたがわ

矢口川
やぐちがわ

広島県広島市

太田川 府中大川
ふちゅうおおかわ

広島県広島市

太田川 榎川
えのきがわ

広島県府中町
ふちゅうちょう

総頭川
そうずがわ

総頭川 広島県坂
さか

町
ちょう

瀬野川
せのがわ

瀬野川 広島県広島市

矢野川
やのがわ

矢野川 広島県広島市

西野川
にしのがわ

西野川 広島県三原市
みはらし

沼田川
ぬたがわ

沼田川 広島県三原市

 野呂川
のろがわ

中畑川
なかはたがわ

広島県呉市
くれし

 島田川
しまだがわ

島田川 山口県周南市
しゅうなんし

、光市
ひかりし

 肘川
ひじかわ

肘川 愛媛県大洲市
おおずし

、西予市
せいよし

 渡川
わたりがわ

広見川
ひろみがわ

愛媛県松野町
まつのちょう

、鬼北町
きほくちょう

 安芸川
あきがわ

安芸川 高知県安芸市
あきし

 松田川
まつだがわ

松田川 高知県宿毛市
すくもし

 筑後川
ちくごがわ

山
やま

ノ井
い

川
がわ

福岡県大木町
おおきまち

 筑後川 大刀洗川
たちあらいがわ

福岡県大刀洗町
たちあらいまち

 

 

 

 

No. 水系 主な河川 主な地町村

 由良川
ゆらがわ

由良川 京都府福知山市
ふくちやまし

 江
ごう

の川
かわ

江の川 島根県江津市
ごうつし

 江の川 馬洗川
ばせんがわ

広島県三次
　 みよしし

市

 高梁川
たかはしがわ

小田川
おだがわ

岡山県倉敷市
くらしきし

 芦田川
あしだがわ

芦田川 広島県福山市
ふくやまし

 太田川
おおたがわ

三篠川
みささがわ

広島県広島市

 肱川
ひじかわ

肱川 愛媛県大洲市
おおずし

 遠賀川
おんががわ

遠賀川 福岡県飯塚市
いいづかし

 筑後川
ちくごがわ

巨瀬川
こせがわ

福岡県久留米市
くるめし

 六角川
ろっかくがわ

武雄川
たけおがわ

佐賀県武雄市
たけおし

岐阜県

京都府
兵庫県岡⼭県

広島県

鳥取県

高知県愛媛県福岡県

佐賀県

⻑崎県

平成30年7⽉豪⾬における浸⽔範囲
（実績からの推定）

高梁川⽔系⼩⽥川    洪⽔浸⽔想定区域図（計画規模）
（平成29年公表）
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特別警報の発表府県
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場所：岡⼭県倉敷市真備町付近
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平成30年7⽉豪⾬におけるTEC-FORCEの活動
かつどう

【平成30年7⽉豪⾬での派遣実績】【派遣・出発式】

※7/3 9/5の派遣実績

【応急対策例】

へいせい ねん がつ ごうう

TEC-FORCE隊員を派遣、出発式（7/8）

◆災害発⽣の翌⽇には、隊員が被災地へ派遣さ
れ、応急対策や現地調査、派遣先への技術的助
言等 ⾏   で被災地の自治体を⽀援しました。

秋芳川の排⽔作業（7⽉9⽇）(岡⼭県 岡⼭市)

ポンプによる排⽔作業 ポンプによる排⽔作業

秋芳川の排⽔作業（7⽉10⽇）(岡⼭県 岡⼭市)

道路 通⾏可能 ！

◆被災状況を迅速に把握するために、現地調査や、地域住⺠の⽅への聞き取りを実施しま
した。また、衛星通信設備の設置により、被災状況の映像をリアルタイムに配信することで、
貴重なデータを入手できる環境を整えました。

◆被災地での⼆次災害の発⽣防⽌や早期の災害復旧 
ために、派遣先 自治体 技術的 助言 ⾏    。

【平成26年8⽉豪⾬（広島県 広島市）】

【現地調査】 【技術的助言】

TEC-FORCE 報告 踏    ⾃治体   災害復旧 対策 ⾏     

◆   対策 事例：
平成26年8⽉豪⾬では、⼤⾬の影響によ

 ⼟⽯流災害 発⽣ 、死傷者がでました。
⼟砂災害 再度 発⽣ 防⽌    、
砂防堰堤を整備しました。
これらの砂防堰堤は「平成30年7⽉豪⾬」

    被害 軽減 役⽴    。

【平成27年9⽉関東・東北豪⾬（茨城県 常総市）】

◆「平成30年7⽉豪⾬」の被災地においては、TEC-FORCE 報告 踏   災害復旧 今後 防災・減災対策 向  様々 取組 ⾏    。
過去の災害に   対応事例を紹介します。

◆   対策 事例：
常総市では、⻤怒川 決壊 伴 ⽔

害の経験を踏まえ、災害時に迅速かつ
的確 避難⾏動      犠牲者  
を目指す「みんなでタイムラインプロジェク
ト」を実施し、地域住⺠ 防災意識 高
  活動 ⾏     。

被災状況（岡⼭県 倉敷市） 地域住⺠  聞 取 （広島県 三原市）

Ku-SATⅡ(衛星通信設備) の設置と
配信映像（岡⼭県 倉敷市）

被災状況調査（愛媛県 ⼤洲市）

被災状況調査（愛媛県 ⼤洲市）被災状況調査（岡⼭県 倉敷市）

はけん しゅっぱつしき
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おうきゅう たいさく げんち ちょうさ ぎじゅつてき

へいせい ねん がつ ごうう はけん じっせき

じょうきょう じんそく はあく じっし

えいせい つうしん せつび せっち えいぞう
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どしゃ さいど ぼうし
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へいせい ねん がつ かんとう とうほく ごうう いばらぎけん じょうそうし

きぬがわ けっかい ともな

じんそく

てきかく ひなん ぎせいしゃ
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じちたい しえん
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派遣先 市⻑  手交
（広島県 三原市）

【成果報告】
◆被災地 災害復旧    調査結果      、
派遣先の自治体へ報告しました。

ほうこく

ほ う こ く

派遣先の自治体との打合せ
（岡⼭県 倉敷市）

派遣のべ隊員数
10,678 (人・日)

工事概要：砂防堰堤工
L=48.0m、H=10.0m
［平成27年11⽉完成］


